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中学校

聞くこと
この問題をチェック ➡3

出題の趣旨

日常的な話題について、自分の置かれた状況
などから判断して、必要な情報を聞き取ること
ができるかどうかをみる問題である。

　結果状況と授業改善のポイント

本市の正答率は 46 .4％であり、他の聞き
取り問題と比べて低い結果となった。

授業改善にあたっては、最初に自分の置
かれた立場や状況を正確に理解し、全員で確認・共有した上で、Q&A による聞き取りを行い、次に振
り返りながら繰り返し聞き取り、正答を確認する活動を取り入れたい。

指導の具体的例

　天気予報や交通状況などの日常的な話題について、自分の置かれた状況をもとに、聞き取る課題（例：週
末登山に行く計画をしているが天気はどうなのだろう？）を設定した場合、以下のような指導が考えられる。
① 一斉活動で、自分の置かれた立場や状況（例：週末に登山に行く）を共有し、理解できているかを確認す

る。最初に、聞き取るべき内容（登山の予定日や前日の天気）やターゲットとなるキーワード（Saturday, 
Sunday , mountain area , ○○ town など）を予想することが重要である。

② 音声を流し、生徒はメモを取りながら聞き取った後、教師がどこまで聞き取れたかを確認し、聞き取るべ
きポイントを再度確認する。その後、改めて音声を流し、2 回目の聞き取りを行う。教材の難度に応じて、
場合によっては 2 回目の聞き取りは行わなくてもよい。

③ グループの協働活動として、聞き取った内容を共有し、生徒が自ら聞き取れた部分と聞き取れなかった部
分をディスカッションしながら確認【　協働的な学び】した後、生徒各自が個別活動として、一人一台端
末を使い、オンライン上の音源にアクセスし、自分の聞き取れなかった部分を、速度を変えるなどして、繰
り返し聞きながら、聞き取るべき内容を明らかにする【　個別最適な学び】。その後、グループの協働活動
に戻り、各メンバーが聞き取れた部分を共有しまとめる。まとめた内容は、あらかじめ用意しておいたオ
ンライン上のグループごとのシートに、協力して英語で書き込むなどのライティング活動につなげること
ができる【　協働的な学び】。

④ 一斉活動に戻り、各グループが書き込んだシートの内容を共有し、聞き取るべき正しい内容を確認する。聞
き取るのが難しい部分が明らかになるので、ここで再度音声を流して、正しい内容を確認してもよい。

⑤ 活動を振り返り、自分の置かれた状況をもとに聞き取るときに、何に気を付け、どのように聞き取るとよ
いのかを、あらかじめ用意したオンライン上の振り返りシートに生徒が一人一台端末を使って書き込み、

　その後、全体で聞き取りにおけるポイントを共有し、まとめる。

４ 指導上の改善ポイント（英語）４ 指導上の改善ポイント（英語）
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教科別調査結果の概要及び指導上の改善ポイント

第
２
章

中学校

聞くこと
この問題をチェック ➡3

出題の趣旨

日常的な話題について、自分の置かれた状況
などから判断して、必要な情報を聞き取ること
ができるかどうかをみる問題である。

　結果状況と授業改善のポイント

本市の正答率は 46 .4％であり、他の聞き
取り問題と比べて低い結果となった。

授業改善にあたっては、最初に自分の置
かれた立場や状況を正確に理解し、全員で確認・共有した上で、Q&A による聞き取りを行い、次に振
り返りながら繰り返し聞き取り、正答を確認する活動を取り入れたい。

指導の具体的例

　天気予報や交通状況などの日常的な話題について、自分の置かれた状況をもとに、聞き取る課題（例：週
末登山に行く計画をしているが天気はどうなのだろう？）を設定した場合、以下のような指導が考えられる。
① 一斉活動で、自分の置かれた立場や状況（例：週末に登山に行く）を共有し、理解できているかを確認す

る。最初に、聞き取るべき内容（登山の予定日や前日の天気）やターゲットとなるキーワード（Saturday, 
Sunday , mountain area , ○○ town など）を予想することが重要である。

② 音声を流し、生徒はメモを取りながら聞き取った後、教師がどこまで聞き取れたかを確認し、聞き取るべ
きポイントを再度確認する。その後、改めて音声を流し、2 回目の聞き取りを行う。教材の難度に応じて、
場合によっては 2 回目の聞き取りは行わなくてもよい。

③ グループの協働活動として、聞き取った内容を共有し、生徒が自ら聞き取れた部分と聞き取れなかった部
分をディスカッションしながら確認【　協働的な学び】した後、生徒各自が個別活動として、一人一台端
末を使い、オンライン上の音源にアクセスし、自分の聞き取れなかった部分を、速度を変えるなどして、繰
り返し聞きながら、聞き取るべき内容を明らかにする【　個別最適な学び】。その後、グループの協働活動
に戻り、各メンバーが聞き取れた部分を共有しまとめる。まとめた内容は、あらかじめ用意しておいたオ
ンライン上のグループごとのシートに、協力して英語で書き込むなどのライティング活動につなげること
ができる【　協働的な学び】。

④ 一斉活動に戻り、各グループが書き込んだシートの内容を共有し、聞き取るべき正しい内容を確認する。聞
き取るのが難しい部分が明らかになるので、ここで再度音声を流して、正しい内容を確認してもよい。

⑤ 活動を振り返り、自分の置かれた状況をもとに聞き取るときに、何に気を付け、どのように聞き取るとよ
いのかを、あらかじめ用意したオンライン上の振り返りシートに生徒が一人一台端末を使って書き込み、

　その後、全体で聞き取りにおけるポイントを共有し、まとめる。

中学校

読むこと
この問題をチェック ➡6

出題の趣旨

日常的な話題について、自分の置かれた状況
などから判断して、必要な情報を読み取ること
ができるかどうかをみる問題である。

結果状況と授業改善のポイント

本市の正答率は 39 .5% であり、読み取り
問題の中で 2 番目に低い結果となった。
必要な情報を本文から全て読み取れていな
いことによる誤答が多くみられる。
　授業改善にあたっては、現実に近い日常的な場面を設定し、生徒が自分の置かれた立場や状況から必
要とする情報を探しながら読み取り、その情報に合った内容をできるだけ短時間で選択する活動を取り
入れたい。

指導の具体的例

電子メール、広告、パンフレット、取扱説明書などに書かれている短い文章について、まず、現在置かれ
た立場や状況をクラス全体で理解・確認してから、生徒各自が文章を黙読し、必要とする情報を読み取って、
グループや全体で共有する活動を取り入れたい。
① 一斉活動で、課題（例：複数の体操教室のパンフレットと、ある生徒の 1 週間のスケジュールを見ながら

おすすめの体操教室を探す）を共有し、立場や状況が理解できているかを確認する。最初に、読み取るべ
き内容（ある生徒のスケジュールと体操教室がいつどこでどの体育館で行われているか）やターゲットと
すべき語（at, in, on などの時間や場所を表す前置詞から続く語）をしっかりと確認することが重要である。

② 個別活動として、重要だと考える内容をメモしたり下線を引いたりしながら、探し読みを行う。その際、制
限時間を設定し、限られた時間の中で課題解決につながる情報を探し出す活動とする。時間が足りない場
合は、再度制限時間を指定して活動を続ける。

③  ペアやグループでの協働活動として、各自が探し出した内容を共有し、異なる内容がある場合は、ディス
カッションしながら、理由とともに探し出すべき内容を確認する【　協働的な学び】。

④一斉活動で、探し出すべき内容と課題の答えを確認する。
⑤ 個別活動に戻り、再度読み、語句や表現で意味が分からないものがある場合は、各自が一人一台端末を利

用して調べ、オンライン上の振り返りシートなどの学習履歴に残しておく【　個別最適な学び】。
⑥ 思考力・判断力をさらに駆使させる活動として、生徒が自らの 1 週間のスケジュールを作成し、それをも

とにどの体操教室がよいかを再度読みながら考え、選択する。
⑦ グループでの協働活動として、各自が選択した体操教室について、その理由とともに口頭で発表し、その

後、発表した内容についての Q&A を行う。
⑧ 活動を振り返り、置かれた状況をもとに探し読みする上で、何に気を付け、どのように読んだらよいのか

を、あらかじめ用意したオンライン上の振り返りシートに生徒が一人一台端末を使って書き込み、その後、
全体で探し読みにおけるポイントを共有し、まとめる。



－ 60 －

中学校

話すこと（やり取り）
この問題をチェック ➡ ｢話すこと｣ 1（4）

出題の趣旨

日常的な話題に関して聞いたことについて、
考えとその理由を述べ合うことができるかどう
かをみる問題である。

結果状況と授業改善のポイント

全国の正答率は 16 .1％（参考値）と低い
結果となった。不正解となった解答類型の中で多かったのは、理由を答えていないもの（49 . 5％）
で、無解答も多かった（17 . 8％）。聞き取る内容の理解が十分にできていないため、どのように答えて
よいかが分からなかったり、理由を話すための考えをまとめられない、あるいは、考えを適切に伝える
ために必要な文法や表現が身に付いていなかったりすることが答えられなかった原因だと考えられる。 
　授業改善にあたっては、 日常的で身近な話題に関する発話や録音音声などから得た情報や考えをもと
に、ペアやグループでお互いに意見を出し合ったり、情報を交換したりする活動を設定することで、や
り取りする力を高める指導を行うことが考えられる。

指導の具体的例

日常的で身近な話題に関して、教師の発話や録音教材から流れてくる情報を聞き取り、視覚教材も用いな
がら、適切に応答する課題（例：自分の住む地域の観光をする ALT にどこを訪れたらよいかを提案する）を
設定した場合、以下のような指導が考えられる。録音教材はあらかじめ 2 種類（選択解答用と自由解答用）
を用意しておく。
① 一斉活動で、状況や場面（日本に来たばかりの ALT）と活動の目的（ALT の希望を聞いて、適切な訪問

地を提案する）を確認する。その際、ALT が発話の中で使いそうな語句や表現（I like... , I’d like to see 
/ eat / buy... など）を予想したり、自分で提案するために使う表現（You should visit... because... ) を確認
したりして、全体で共有しておくことが重要である。

②全体で ALT の録音教材（選択解答用）を聞きながら、メモを取る。
③ 個別活動として、聞き取った内容をもとに、ALT に提案する訪問地として最もふさわしいものを考え、そ

の理由とあわせて、英語で表現するための準備をする。ALT の発話をあらかじめ録音しておき、一人一台
端末を使ってその録音教材にアクセスし、再度聞いて、提案する内容が希望と合っているかを確認する【　
個別最適な学び】。

④ グループでの協働活動として、提案すべき訪問地を述べ合い、正答を確認する。選択結果が異なっている
場合は、ディスカッションをしたり、再度グループ全員で録音教材を聞きながら、正しい選択肢を考えた
りする【　協働的な学び】。

⑤ 一斉活動で正解を確認する。また、録音教材（自由解答用）を聞き、②、③と同じように活動を進める。
⑥ グループの協働活動として、それぞれの提案する訪問地とその理由をやり取り（You should visit... / Why... )

の形を使って共有し、お互いにコメントを伝え合う（That sounds interesting! , I don’t know that place.
など )【　協働的な学び】。

⑦ 一斉活動で、1 グループにつき代表者一人が提案したい訪問地を教師や ALT と生徒のやり取りを通して
発表し、共有する。教師は文法や語の選択に誤りがある場合は、発表の後、全体で振り返りながら、正し
い形について確認をする。

⑧ 活動を振り返り、発表において何に気を付けるべきか、あらかじめ用意したオンライン上の振り返りシー
トに生徒が一人一台端末を使って書き込む。 
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教科別調査結果の概要及び指導上の改善ポイント

第
２
章

中学校

話すこと（やり取り）
この問題をチェック ➡ ｢話すこと｣ 1（4）

出題の趣旨

日常的な話題に関して聞いたことについて、
考えとその理由を述べ合うことができるかどう
かをみる問題である。

結果状況と授業改善のポイント

全国の正答率は 16 .1％（参考値）と低い
結果となった。不正解となった解答類型の中で多かったのは、理由を答えていないもの（49 . 5％）
で、無解答も多かった（17 . 8％）。聞き取る内容の理解が十分にできていないため、どのように答えて
よいかが分からなかったり、理由を話すための考えをまとめられない、あるいは、考えを適切に伝える
ために必要な文法や表現が身に付いていなかったりすることが答えられなかった原因だと考えられる。 
　授業改善にあたっては、 日常的で身近な話題に関する発話や録音音声などから得た情報や考えをもと
に、ペアやグループでお互いに意見を出し合ったり、情報を交換したりする活動を設定することで、や
り取りする力を高める指導を行うことが考えられる。

指導の具体的例

日常的で身近な話題に関して、教師の発話や録音教材から流れてくる情報を聞き取り、視覚教材も用いな
がら、適切に応答する課題（例：自分の住む地域の観光をする ALT にどこを訪れたらよいかを提案する）を
設定した場合、以下のような指導が考えられる。録音教材はあらかじめ 2 種類（選択解答用と自由解答用）
を用意しておく。
① 一斉活動で、状況や場面（日本に来たばかりの ALT）と活動の目的（ALT の希望を聞いて、適切な訪問

地を提案する）を確認する。その際、ALT が発話の中で使いそうな語句や表現（I like... , I’d like to see 
/ eat / buy... など）を予想したり、自分で提案するために使う表現（You should visit... because... ) を確認
したりして、全体で共有しておくことが重要である。

②全体で ALT の録音教材（選択解答用）を聞きながら、メモを取る。
③ 個別活動として、聞き取った内容をもとに、ALT に提案する訪問地として最もふさわしいものを考え、そ

の理由とあわせて、英語で表現するための準備をする。ALT の発話をあらかじめ録音しておき、一人一台
端末を使ってその録音教材にアクセスし、再度聞いて、提案する内容が希望と合っているかを確認する【　
個別最適な学び】。

④ グループでの協働活動として、提案すべき訪問地を述べ合い、正答を確認する。選択結果が異なっている
場合は、ディスカッションをしたり、再度グループ全員で録音教材を聞きながら、正しい選択肢を考えた
りする【　協働的な学び】。

⑤ 一斉活動で正解を確認する。また、録音教材（自由解答用）を聞き、②、③と同じように活動を進める。
⑥ グループの協働活動として、それぞれの提案する訪問地とその理由をやり取り（You should visit... / Why... )

の形を使って共有し、お互いにコメントを伝え合う（That sounds interesting! , I don’t know that place.
など )【　協働的な学び】。

⑦ 一斉活動で、1 グループにつき代表者一人が提案したい訪問地を教師や ALT と生徒のやり取りを通して
発表し、共有する。教師は文法や語の選択に誤りがある場合は、発表の後、全体で振り返りながら、正し
い形について確認をする。

⑧ 活動を振り返り、発表において何に気を付けるべきか、あらかじめ用意したオンライン上の振り返りシー
トに生徒が一人一台端末を使って書き込む。 

中学校

話すこと（発表）
この問題をチェック ➡「話すこと」2

出題の趣旨

社会的な話題に関して聞いたことについて、
考えとその理由を話すことができるかどうかを
みる問題である。

結果状況と授業改善のポイント

全国の正答率は 4.2％（参考値）と低い
結果となった。不正解となった解答の中
で多かったのは、自分の考え、理由のどち
らも答えていないもの（50％）で、無解答
も多かった（18 .8％）。問題文の指示を十
分理解していない、あるいは、聞き取る内容の理解が十分にできていないため、どのように答えてよい
かが分からなかったり、話すための考えをまとめることができない、また、必要な文章構成力や表現力
が身に付いていなかったりすることが原因だと考えられる。 
　授業改善にあたっては、複数の領域を統合した言語活動を充実させること、例えば、聞いたり読んだ
りしたことについて、ペアワークやグループワークで話したり書いたりする活動が考えられる。

指導の具体的例

賛否が分かれる社会的な話題に関して、音声教材、あるいは読解教材の内容を理解した上で、口頭で賛否
とその理由を述べ、作文でまとめる課題を設定した場合、以下のような指導が考えられる。
① 一斉活動で、課題（例：教材を読んだり聞いたりして、その内容に賛成か反対かを考え、その理由ととも

に口頭で述べた後、作文して考えをまとめる）の目的を確認する。
② 個別活動として、制限時間を設定し、生徒が自分のペースで一人一台端末を利用しながら、教材を読んだ

り聞いたりして教材の内容について理解し、賛成か反対かを決定する。生徒は読んだり聞いたりするとき
に、キーセンテンスに下線を引いたり、メモを取ったりする【　個別最適な学び】。

③一斉活動で、教材の内容を確認する。理解が不十分な場合は、再度個別活動で理解を深めてもよい。
④ 教材の内容が理解できたことを確認した後、個別活動として、賛成・反対の理由を考え、発表で使うキー

ワードをメモする【　個別最適な学び】。
⑤ グループでの協働活動として、各自が賛成・反対を述べた後、メモを見ながらその理由を発表する。発表

者以外は、聞きながら配付されたワークシートに発表者について記入する。次に、それぞれの発表に対し
て、内容と文法・語彙などの面から一人一台端末を使ってコメントし合う【　協働的な学び】。

⑥ 個別活動として、受けたコメントをもとに、発表内容を再考し、一人一台端末を使って教師と共有された
スペースに書き込む。

⑦ 一斉活動で、教師は賛成・反対の双方からいくつかの例を取り上げ、生徒を指名して、口頭で賛成・反対
とその理由を教師と生徒のやり取りとして、発表させる（Do you agree with ... ？→ Yes, I agree with ... / 
No, I don’t agree with ... → Why? → ... )。そのとき、語句や文法構造などに誤りがあれば、非明示的な修
正方法を使って、正確な英語の使用について、気付きを起こさせるよう工夫する。

⑧ 活動を振り返り、あらかじめ用意したオンライン上の振り返りシートに生徒が一人一台端末を使って書き
込む。
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書くこと
この問題をチェック ➡

出題の趣旨

日常的な話題について、事実や自分の考えな
どを整理し、まとまりのある文章を書くことが
できるかどうかをみる問題である。

結果状況と授業改善のポイント

本市の正答率は 9.1％であり、他の書く
ことの問題と比べてかなり低い結果となっ
た。前回調査時における同種の問題の正答率が 2.5％であったのと比較すると改善傾向がみられるが、
無解答も多く（22 .9％）課題がある。
　授業改善にあたっては、日常的な話題について、簡易な英語を使って 3～5 文程度のまとまりのある文
章を作成し、作成した文章について語彙・文法の正確さと文章の一貫性の視点から振り返りを行い、書
き直しをしながら作文力を高める活動を取り入れたい。

指導の具体的例

学校生活や身近な体験について、電子メールやレポート、プレゼンテーションの原稿などの形式で、事実
を伝えたり、自分の考えを述べたりする文章を書く課題（例：学校行事の思い出について ALT に電子メー
ルで伝える）を設定した場合、以下のような指導が考えられる。
① 一斉活動で、どのようなトピックについて、何を目的に、どのくらいの語数や文章で書くか（例：修学旅

行について 3～5 文で ALT に電子メールを書く）を提示し、授業の見通しをもつ。最初に文章構成・内容
の一貫性についてのポイント（「導入－本論－結論」や「主題－例－まとめ」など）や文法のポイント（文
をつなぐときの接続詞や代名詞の使い方など）と、事実を述べる文章（動詞の過去形を使った、We visited
…, I ate ... , He bought ...）や考えや気持ちを伝える文章（形容詞を使った、I was [felt] happy [surprised] 
to...）、語彙にはどのようなものがあるかを復習する。

② 個別活動で、修学旅行の資料や写真、しおりを見返しながら、旅行時の体験や事実を簡易なリストにし、そ
のとき考えたことや気持ちをリストの横にメモをする。リストが完成したら、伝えたい内容を 3 つ程度に
絞り込む。

③ 続いて個別活動として、絞り込んだ内容と自分の考えや気持ちを、英語で一人一台端末を使ってまとまり
のある文章にして表現してみる。英語にできない、あるいは自信のない語や表現は、辞書等の助けを借り
ながら英語にし、文章を作成する【　個別最適な学び】。

④ グループでの協働活動として、作成した文章をグループ内の他の生徒と共有し、お互いに読み合い、コメ
ントをし合う【　協働的な学び】。コメントをするときの評価の視点（例：内容と文法や語彙、スペリング
など）についてはあらかじめ、教師から提示し、説明しておく。

⑤個別活動に戻り、グループから受けたコメントを参考に文章を書き直し、一人一台端末を使って提出する。
⑥ 一斉活動として、教師が提出された作文をいくつか取り上げ、全体に分かるように提示しながらコメント

をしたり、課題点を指摘したりする。
⑦ 活動を振り返り、日常的な話題について事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書くとき

に、どのような手順で何に気を付けて行えばよいのかを、用意したオンライン上の振り返りシートに生徒
が一人一台端末を使って書き込み、その後全体でポイントを共有し、まとめる。


